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正解のない問いに向かうこと  

                    校長 森 万喜子 

コロナの感染拡大のため９月はじめの｢アサリ

ンピック｣が中止を余儀なくされてしまいまし

た。本当に残念です。市内では未だ修学旅行や

宿泊研修が実施できていない中学校も多く、感

染が治まってくれることを願います。 

 

 さて、中学校で、10年位前から耳にする言

葉「フクキョーカ」 何だろう？と疑問に思っ

ていました。皆さんも使いますか？ 

「副教科」と書き、音楽・美術・技術家庭・保

健体育のことを指すらしい。なぜ、私がこれら

の言葉を知らないかというと、教育関係のどの

法令にも、文部科学省が出している学習指導要

領にもそんな言葉が無い。つまり俗語（スラン

グ）なんですね。 

 中学校で学ぶ教科のうち、授業時間数が多く

て高校入試に筆記試験があるものが「主」でそ

れ以外は「副」というふうに考える人が多いの

です。「主」は重要で「副」は補佐的なもの、と

いう意味があるので、「副教科」はあまり重要で

はない。という認識をもち、子供たちに伝える

大人も多いのです。残念ながら。 

 

 今は、私たちや中学生の親御さんが子供の頃

と比べると、社会の状況が大きく変わりまし

た。それに伴い、求められる人材も変わってき

ています。複雑で多様な世の中には正解が決ま

っていて〇か×をつけるだけで解決できる問題

は少ない。知識をベースに、情報を集め、自分

の頭で考えて、多くの人が納得できる答えを導

くことが必要とされています。学校には、昭和

の時代には無かった「総合的な学習の時間｣や 

「特別の教科・道徳」が加わり、高校でも「総合的

な探究の時間」が導入されました。東大王のクイズ

番組のように、素早く正解を導ける力も、かっこい

いと憧れるけれど、その知識を組み合わせて、新し

いしくみを創ることが求められているのです。 

 

 柔軟な頭を持つ若い人たちは、学びに限らず、

「主」とか「副」などと序列をつけたり、軽視しな

いほうがいいですよ。とアドバイスしたい。今の中

学１年生が高校３年生になり、大学入試共通試験を

受ける時には、「副教科」と呼ばれていた技術家庭

で学んだ「情報」が受験科目になります。高校での

「総合的な探究の時間」では、自分で問いを立てて

研究し、自分なりの結論を導き論文を書くことが求

められています。朝里中学校が総合的な学習の時間

に、ＳＤＧs をテーマにして、自分なりの問いを立

て研究するのは、高校進学後の探究の時間にスムー

ズに移行できることも想定しています。 

 

 書店に行くと、ビジネスマン向けのアート、哲学

の書籍がずらりと並ぶようになりました。大人にな

って、美意識やものの考え方を学び直す必要に迫ら

れている人がたくさんいるのです。 

 ｢勉強はひとりでするもの、つらいもの｣と、学校

教育は、学ぶ人達に思い込ませてきた歴史がありま

す。けれども、正解のない問いに必要なのは他者と

関わり、話を聞き、話し合い、書いて読んで考え

て、行動すること。 

学びは孤独じゃなく、楽しいものだと、多くの朝

里中生に実感してもらうため、私達学校の大人たち

もひとりひとりの学びの納得解を求め続けます。 

まだ気温が高い日が続きます。命に関わる熱中症・マスク頭痛を防ぐため登下校や屋外での運

動時等、周囲に人がいない状況で生徒がマスクを外す場合があります。ご理解ください。 

 

朝里中学校図書館の蔵書、保護者・地域の方へ貸出します。検索→https://private.calil.jp/gk-2003046-i3pgm/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ９月の行事予定 給 部 

１ 水  ○ ○ 

２ 木 PTA事務局会議→9/15 に延期 ○ ○ 

３ 金 アサリンピック２０２１→中止 ○ ○ 

４ 土  ― ○ 

５ 日  ― ○ 

６ 月 ALT ○ ○ 

７ 火 ALT ○ ○ 

８ 水 SCALT ○ ○ 

９ 木 ALT ○ ○ 

10 金 職員会議  ALT   

11 土 小樽桜陽高校説明会→延期 ― ○ 

12 日  ― ○ 

13 月 学校運営協議会（CS） 放課後 ○ ○ 

14 火 一斉下校 ○ ○ 

15 水 復習テスト（3 年・総合 A）放課後 

PTA事務局会議 

○ ○ 

16 木 市内研修（1 年）放課後 ○ ○ 

17 金  ○ ○ 

18 土  ― ○ 

19 日  ― ○ 

20 月 敬老の日 ― ○ 

21 火 特別時間割① 放課後 ○ ○ 

22 水 特別時間割② 放課後 ○ ○ 

23 木 秋分の日 ― ○ 

24 金 特別時間割③ 放課後 ○ ○ 

25 土 PTA第 2 回グラウンド整備 ― ○ 

26 日  ― ○ 

27 月 特別時間割④ SCALT放課後 ○ ○ 

28 火 特別時間割⑤ ALT放課後 ○ ○ 

29 水 特別時間割⑥ ALT放課後 ○ ○ 

30 木 文化祭前日リハーサル ALT放課後 ○ ○ 

「感染症予防 朝里中スタイル」 
 
8 月 27 日（金）より 9 月 12 日（日）まで、緊急

事態宣言となり、教育委員会の通知を受け、下記の対
応を行います。また、本校では以前からの取組を徹底
していきます。 
ご家庭でも改めて確認し、気を付けていきましょ

う。 
 
〔緊急事態宣言を受けての対応〕  
①通常より下校時間を早めます。（15:20 下校） 
②感染リスクの高い学習活動は行いません。 
（対面・近距離の活動、合唱・管楽器の演奏、密 
集・接触する運動） 

③部活動・放課後活動は 9/12（日）まで中止。 
④学年・全校での集会活動は中止。 
⑤アサリンピック（体育祭）は感染予防のため中止。 
⑥先生方も感染防止に努める。 

※変更となる行事 
 学校運営協議会（CS） 8/31（火）→9/13（月） 
 PTA 事務局会議 9/2（木）→9/15(水) 
 
〔本校での取組〕 
・家庭で検温する。  
・発熱時、体調不良時は欠席する。（家族も含む）  
・校内はマスクを着用する。（給食時以外）  
・特別教室使用後は手洗いをする。 
・手指消毒箇所を増やす。 
・卒業生が訪問した際にはお断りする。 
・部活動の大会等への参加は、校長判断のもと行い、 
主催者等の感染症対策を徹底したうえで参加する。 
 

 

「ときどき落語家 月の輪熊八さん 公演」 
 

8 月 6 日（金）、コミュニティースクール主催の落語
会を行いました。当日は、20 名を超す地域の方に参加
いただき、落語の夕べを楽しみました。月の輪熊八さ 
んは大学教授で、ときどき 
落語をされています。お話 
は「親の顔」「孫 帰る」 
の二話。予想外の結末に涙 
する方もいました。 
また、企画した際は是非お 
越し下さい。 

「個別最適化な指導を目指し」 
～少人数・習熟度別指導の実践～ 

 
本校では、個に応じたきめ細かな指導を実現するため、教員の追加配置を受 

けています。 
数学の授業では、基礎・基本の確実な定着を目指すため、複数の教師で授業 

にあたっています。方法は、基礎コース・応用コースから希望を取り、理解度 
に応じ２つの教室に分かれて学習に取り組むものです。 
第１学年では、７月に実施したチャレンジテストで４月と比べると大幅に改 

善がみられるなど、早くも成果が出始めています。 
生徒からは、「人数が少ないので、先生に気軽に質問できるので、数学が分 

かるようになりました。」「自分のペースで勉強を進めることができるので、集 
中して取り組むことができています。」といった声が多く寄せられています。 
今後も、生徒のニーズや理解度に合わせた「個別最適な学び」が実現できるよう、指導体制の改善と共に生徒

に寄り添った授業の充実を図ります。 
 


